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ごあいさつ

近年、二酸化炭素や汚水排出、産業廃棄物などの増加によ
る自然環境破壊で、地球温暖化や自然災害などの様々なカ
タチで地球生物に悪影響を及ぼしていることが問題視され
ています。

エコアクション２１に取り組むことにより、環境に配慮し
た事業活動として二酸化炭素排出量や廃棄物発生量の削
減、節水などを実施し、数値化目標を立て、エコ活動をす
ることで環境保全につなげます。
また、本活動の取り組みを公開することで、社会の信頼を
得ると同時に全社員が限りある資源を有効に使う習慣を身
につけることを習得いたします。
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株式会社新和プラスチック
代表取締役社長 田邊正人

ごあいさつ



環境経営方針

<環境経営理念>

<環境保全への行動指針>

" 当社はモノづくりの町、東大阪の南部に位置し
工場と宅地が混在した地域で営んでいます。

アクリル板加工及び販売事業を行うなかで、
地球温暖化問題や地域の環境活動に自主的、積極的に
取り組みます。

中でも環境保全は重要な課題の一つであることを認識し、
品質を向上をさせて長持ちする商品作りや端材利用、
ごみの少ない梱包形態に改善することで、限りある資源の
有効利用と地域環境保全に成果をもたらす一筋の環境対策と捉え
従業員一丸となって継続的に改善活動に取り組んでまいります。

１．当社に適用される環境関連法規・当社が同意するその他の要求事項を遵守します。

２．省エネルギー化に取り組み、二酸化炭素の排出量を削減します。

３．廃棄物の発生制御に努めます。

４．節水に努め水使用量を削除します。

５．溶剤など適正管理に努めます。

６．環境に配慮した商品やサービスをお客様にお届けします。

７．改善提案から課題を発見し、チャンスと捉え、品質の向上及び効率化を図ります。

８．環境保全に関する地域社会との調和を図ります。

３



組織の概要

名称及び代表者名 株式会社新和プラスチック

代表取締役　田邊正人

所在地 本社　大阪府東大阪市衣摺 5-18-1

環境管理責任者氏名及び担当者連絡先

責任者　EC事業部　瀬田彩乃

担当者　EC事業部　木下恵理

TEL:06-6721-6578

事業内容

プラスチック素材の加工及びプラスチック商品の開発・製造・販売

事業の規模

従業員

延べ床面積

17 名

870 ２ｍ

出荷実績年間

9285 件

事業年度　9月 1日から 8月 31 日

活動期間　9月 1日から 8月 31 日

認証・登録の対象組織・活動

登録組織名：　株式会社新和プラスチック

対象事業所：　本社

対象外：　なし

活動：プラスチック素材の加工およびプラスチック商品の開発・製造・販売

４



組織図

代表者

環境管理責任者

環境事務局

2 名

製造部インターネット事業部 品質管理部
3 名 8 名 ( 障がい雇用含む )

   
代表者（社長）　　　　　  ・環境経営方針の策定・見直し
  　   　　・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間等経営資源を準備
   ・環境管理責任者を任命
   ・代表者による全体の評価と見直し、指示
   ・環境経営計画書承認及び環境経営レポートの承認
    ・経営における課題とチャンスの明確化                             
環境管理責任者　　　　    ・環境経営システムの構築、実施、管理 
   ・環境関連法規等の取りまとめ表を承認
   ・環境経営計画書確認及び環境経営レポートの確認
   ・環境活動の取組結果を代表者へ報告
   ・環境経営レポートの確認 
環境事務局  ・環境管理責任者の補佐、の事務局
   ・環境負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェックの実施
   ・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成
   ・環境活動の実績集計
   ・環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理
                   ・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施
   ・環境関連の外部コミュニケーションの窓口
   ・環境経営レポートの作成と公開（事務所に備え付けと地域事務局へ送付）
部門長                   ・自部門における環境経営方針の周知
   ・自部門の従業員に対する教育訓練の実施
   ・自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告
   ・自部門に必要な手順書の作成及び手順書による実施
   ・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施
全従業員  ・環境方針の理解と環境への取組の重要性を自覚
   ・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

５

役割・責任・権限



事業や製品 ( 商品 ) の紹介

液晶テレビ保護パネル

ブックスタンドなどの雑貨

アクリルパーテーション

６

®

®

弊社では国産アクリルを使用した商品のを取り扱っています。

メガネスタンド ブックスタンド ミラーキーホルダー アクリルスタンド

S型パーテーション パーテーション 窓付きパーテーション E型パーテーション

OEMグッズ



kg

主な環境負担の実績主な環境負担の実績

項目 単位 2022 年度 2023 年度

二酸化炭素総排出量
廃棄物排出量

一般廃棄物排出量

産業廃棄物排出量
水使用量

kg-CO２

kg

㎥

7.106

1.620

8.060

128

※二酸化炭素排出係数

環境経営目標及びその実績環境経営目標及びその実績

項目 2023 年 2024 年 2025 年 2026 年

電力による二酸化炭素削減

自動車燃料による

上記二酸化炭素排出量合計

一般廃棄物の削減

プラ廃棄物の削減

水道水の削減

化学物質の適正管理

環境に配慮した生産活動

基準年度比

原単価 kWh / 千円

kg

kg

基準年度比

基準年度比

㎥

行動目標

行動目標

基準値 目標 実績 目標 目標
0

61.849
0 0

62.474 63.987
99％ 102％ 98％ 97％

0.222 0.220 0.218 0.216

7.224 7.080

7.224

6.825

98％ 94％

7.008 6.936

97％ 96％

7.080 7.008 6.936

1.787 1.733 2.124 1.733 1.716

97％ 119％ 97％ 96％

9.421 9.327 9.233 9.0449.896

99％ 105％ 98％ 96％

121 120 108 119 117

99％ 89％ 98％ 97％

７

22.110

1.787

11.715

121

2024 年度

1.800
9.366

0 0

5.130

108

kg-CO2/kWh 0.578

★　現在、二酸化炭素排出ゼロの電気を採用

年度

kWh

基準年度比

基準年度比

評
価

00

0.205

6.825

二酸化炭素削減

kg-CO２

kg-CO２

kg-CO２



環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の環境経営計画

取り組み計画 達成状況 取組結果とその評価

電力による二酸化炭素削減 取組結果とその評価、次年度の取組計画

・空調の適温化 ( 作業場は除く )

・不要電力の削減 ( 待機電力・照明 )

・空調フィルターの定期的な清掃・交換

・節電プラグの導入

9月 10 月 11 月 12 月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

2023 年

2024 年

8.000

6.000

4.000

2.000

0

9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8

電力 (kWh)

2023 年 2024 年

7.301 6.001 3.256 4.819 4.370 7.302 5.242 5.815 4.595 3.460 5.846 4.467

7.872 7.597 3.351 3.887 5.593 6.292 5.477

８

電力による二酸化炭素排出削減

7.679 2.679 3.180 6.285

担当者インタビュー

節電プロジェクトに参加したことで会社
スタッフが一眼となって節電に取り組め
たことがとてもよかったと考えています。
数値としてどれぐらい前回より下がった
かも把握できたため、次はもっとこうし
ようと色々な案が出てくるようになりま
した。今年度は新事業も始まり設置の機
械数も増えたため、さらに節電対策に力
を入れていきたいと思います。

2024 年度の数値目標 61.849kwh
2024 年度の実際数値 63.987kwh
新事業による電力消費がったため目標に到
達できなかった 2025 年度には削減の方法
を考え、可能な限り実行したい。　

7.147

節電ポスターの掲示に
加え、具体的なエアコ
ン温度の指標を各リモ
コン前に設置した。
部門毎に必要な温度が
変わる為、仕事内容に
支障の出ない範囲での
設定となっており、
1℃ごとの変化量の目
安等も掲示している。



自動車燃料による二酸化炭素削減

・エコドライブの実施

・定期的なタイヤの空気圧確認

9月 10 月 11 月 12 月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

2023 年

2024 年

ガソリン (L)

2023 年 2024 年

400

300

200

100

0

9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8

195 297 286 243 307

９

240 294

157 181 278

取り組み計画 達成状況 取組結果とその評価

自動車燃料による二酸化炭素削減 取組結果とその評価、次年度の取組計画

320 255 293 302

担当者インタビュー

274 253 278 187 179 265 241

エコアクションを初めてか
ら、運転時のタイヤの点検
やふんわり運転など、心が
けるようになりました。目
標に到達できていないこと
もあるため、引き続き注意
して運転を行っていきたい
です。

環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の環境経営計画

268 229 234

最近、提携企業様への部材や道具
の持ち込みなどを自社で行うよ
うになってきたため、自動車の使
用は増えてきている。車間距離を
十分にとり、速度変化を減らした
り、アイドリングストップやエア
コンの使用を控えるなど、無理の
ない範囲での約を心がけていき
たい。

今までより、自動車の使用機会が増えてきている。
無理のない範囲でのエコドライブを心がける。　

資材や作業の持ち込みの様子



一般廃棄物の削減

・廃棄物の見える化 ( 量、金額、委託先 )

・使い捨て製品の制御、リサイクル製品を使用する

・３S活動実績

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

9月 10 月 11 月 12 月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

2023 年

2024 年

一般廃棄物 (kg)

2023 年 2024 年

400

300

200

100

0

9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8

500

146 164 128 125 99 357 243 134 48 48 121 100

182 163 143 295 235 186

10

161 150 165

取り組み計画

一般廃棄物の削減

120 131 193

担当者インタビュー

一般ごみへの対策が日常化してき
ているのを感じるので、良い傾向
だと思う反面、関心が薄れてきて
いるように思うので、新しい取り
組みを取り入れて再度ゴミに関し
て意識を持つようにしていきたい
です。また、ゴミの分別なども改
めて取り組んで行きたいと考えて
います。

環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の環境経営計画

前半は順調に削減できていましたが、　年度末に向け
て大掃除をしたために、倉庫から出たものなどのゴ
ミの排出量が増えた。纏めて捨てる方が良い時と、
都度捨てた方が良い時でそれぞれ考えて、選別して
いきたい。　

一般廃棄物の処分の際に、ビニー
ルの処分を減らすため、一個に
入れ替えて再利用しています。
また、用紙自体のロスを減らす
ため、白紙部分を切り取って、
メモ用紙として使用しています。



プラ廃棄物の削減

・作業ミスによる廃棄量の見える化

・素材別の回袋の設置

・端材の再利用

9月 10 月 11 月 12 月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

2023 年

2024 年

プラ廃棄物 (kg)

2023 年 2024 年

2000

1500

1000

500

0

9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8

1.339 1.398 467 727 740 0 350 1.590

11

730 670 0 730

0 5301.200 970 0 1.215 1.000 806 2.260 0 806

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画取り組み計画

プラ廃棄物の削減

担当者インタビュー

主に材料の包装紙類のゴミが多く、
ゴミ袋としての活用などを今以上
に進めていきたいです。また別部
門でのゴミなどについても考える
ように心がけていきたいと思って
います。

640

環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の環境経営計画

新規事業関連で、作業ミスの廃棄を見直すにあたり、
もともとあったパネル事業でも廃棄量を見直すきっ
かけができた。具体的な数量までの把握ができてい
ない現状を打開する策を考えたい。また、廃材の利
用率が各段にアップしてきた。

破損品返却物の問題のない箇所を商品
に再利用し、端材の活用を最大限に。



水道水の削減

・水道使用量を削減する

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

9月 10 月 11 月 12 月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

2023 年

2024 年

水道水 ( ㎥ )

2023 年 2024 年

40

30

20

10

0

9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8

0

0 0

0

0

0

0

0 022

24

20

20

20

16

23

15

19

17

17

12

担当者インタビュー

0

弊社では元々水道の使用が多くな
いため、節水での削減方法を模索
することが課題になります。エコ
アクションをはじめてから蛇口の
閉め忘れや無駄遣いなどをなくし、
意識付けのためのポスター掲示な
どを行ってきました。現状維持を
行っている中で、更に無理なく水
の仕様削減や、環境に良い水の使
い方を知り、実行することが次回
の課題であると言えます。

数値目標

0

環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の環境経営計画

016

新事業の機械の掃
除等で水を使用す
る機会が増えまし
た。弊社では、シャ
ワーで流し続ける
のでなく、一旦手
製のアクリル桶に
水を溜め、そこに
部品等をつけて、
掃除をしています。大方掃除が終ったあとに流すことで水の
使用量を抑えるように努力しています。

前年度までに比べ、やや水を使用する機会が増えてきた。
基本使用を 17 ㎖が維持できるような方法を考えたい。　



化学物質の適正管理

・有害性物質の表示の徹底
　業務に支障の出ない範囲となるが、有害物質を含まない製品
　の使用を引き続き検討していきたい。

・容器の蓋の徹底
　気化したり固まったりするのを防ぐことで、内容物のロスを
　防いだり、それに伴って使用する道具を長持ちさせる。

・作業ミスによる使用量増加の抑制
　直接的な使用増加原因として、作業時のミスが大きいため、
　一番の削減としてミスのない製作を徹底している。

・保管場所の固定
　材料道具など、保管によって間違えて購入したり、
　処分せざるを得ない状況をつくらないように徹底している。

グリーン購入の促進
・PEFC 森林認証のコピー用紙を購入
・ペーパータオルを再生紙 100％のものにする
・箱ティッシュをナイロンパッケージティッシュに変更
・従来のゴミ袋より再生原料 40％仕様、薄手の袋に変更

13

担当者インタビュー

環境等に配慮して商品を買う意識
が生まれ環境負荷の少ない製品の
正しい知識を得ることができた。
最近では必要・不必要を考えるよ
うになり過剰な購入を控え無駄な
出費を控えるように意識している。
環境負荷を意識したモノづくり意
識し何気ない日常においても廃棄
物の低減を考え地球環境問題に対
して個人ができることにも今後取
り組んでいこうと新たに考えるよ
うになった。

接着剤の検討

・管理責任者の任命と掲示
　全員で管理していくことに変わりないが、責任者を決めて
　掲げることで、意識的に薬品使用を注意するようにしている。

管理責任者の任命と掲示

担当者インタビュー

薬剤を使って作業する人が増え、作業内容でも
使用機会増えたこともあり、作業中の温度管理
や喚起など特に意識するようになった。責任者
としての自覚を持って業務に努めたい。



環境に配慮した生産活動

・アクリル製品制作時の端材を再利用した商品

・環境に優しいペットボトルリサイクル品

・リーフレット印刷を委託

・裏紙利用

課題を解決しチャンスを活かす取組

・技術の継承…社員の育成を積極的に行うように、業務時間を確保していきたい。( 現状△)

・企業 PRによる顧客獲得…新事業が新規顧客の獲得に適して行く可能性がある。( 現状〇)

・事業拡大のための資金調達・人材確保…現在、様々な要因で厳しいため、継続してきた事業と新事業とも改善をはかる。( 現状×)

・新製品・商品開発…新たな商品開発に日々取り組んでいる。( 現状〇)

・働き方改革…有給休暇の消化、残業を減らすなど、しっかりと行えている。健康への取り組みなどに取り組みたい。( 現状△)
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カーボンニュートラルに向けた我が社の取り組み

2050 年
単位：t-CO2 

Scope1 Scope2
化石燃料 電力

対　策  

2021 年 4 27
現在 5 0 省エネ +ハイブリッド車+再エネ電力
2030 年 5 0 省エネ +太陽光発電+電気自動車+再エネ電力

省エネ+太陽光発電+電気自動車+再エネ電力00

CO2 排出量 (t-CO2)

0

10

20

30

40

50
Scope2
電力

Scope1
化石燃料

2020 年 現在 2030 年 2050 年

担当者インタビュー

受注内容に左右されるものでがあるが、メ
イン事業の端材を新事業の材料として大き
く使用することに成功してきている。また、
材料の仕入れ自体も時期や数量などを最低
限に抑える努力が始まっています。
一方で、リサイクル品の使用や、廃棄の際
の振り分けをもう少し踏み込んで行うべき
だと感じています。



その他の活動その他の活動
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パーテーション再生プロジェクト

製造部危機管理マニュアルの作成

・パーテーションアップサイクル
コロナ禍やウイルス蔓延時に購入したパーテーションを再生したいとの声を受け、アク
リルプレートやキーホルダーに生まれ変わらせる活動を初めました。
※パーテーションの表面の汚れや傷の度合い、板の種類や反りによっては印刷加工やカットなど難しい場合もございま
す。

返却頂いたアクリルパーテーション
※弊社製作のもの

アクリルキーホルダーへ

製造業にはつきもの
の事故を未然に防ぐ
意識、事故が起こっ
てしまった際に社内
の誰でも確認して対
応ができるように、
マニュアルを作成し
ました。
機械毎に起こり得る
事故や事例なども再
確認をするようにし
ていきたいと思いま
す。

荷物の積載量の確認
を行いました。
使用しているカート
にどれくらいの高
さ・重さまで問題な
いかを確認し、マス
キングテープを貼り
ました。

巻き込みのあり得る
機械などに、アクリ
ルでオリジナルの防
護部品を設置し、事
故防止に努め始めま
した。



・障がい者就労移行支援

・植樹会参加 ( 命の輝き共生の森 )

障がい者パートタイマー、雇用を始しており、
作業の一部をパートナーとして持ち込みしている。
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←作業の様子。
　弊社のアクリル検品で
　仕事を共有し教えている。



   
定期的に実施  　（報告）　承認・作成
緊急事態　試行・訓練    　　　　　社長：田邊       　環境管理責任者：S

作成日：2024/7/24
日　　時：2025 年 6月 18 日　午前 11 時 00 分～ 11 時 40 分  
内　　容：避難訓練・防災呼びかけ  
試行・訓練の内容 

地震による火災を想定した避難訓練。レーザー機から出火した際の全体的な動きを確認しました。
前回同様、「火災報知器」や「消火器」や「消火栓」( パッケージ型消火設備Ｉ型 ) の使用方法などについてと避難経路の確認
を行いました。今回、具体的な想定での避難訓練は 2回目となり、よりスムーズに集まることができました。今年は出火場所
のメンバーから内線から、放送、避難と消火まで全体的な流れを実際に行いました。全員に消火器を持ってもらい、重さや使
い方も再確認しました。消火器に期限等も全員で確認し、防災意識を高めることができました。昨年度の意見を反映し、各階
の報知器の場所の確認なども行いました。  
    
参加者：全社員・パート従業員
責任者：環境管理責任者
   
試行・訓練結果の評価
消火器前、消火栓前に物が置いてあり、いざという時に取り出しにくくならないように、片付けを行いました。ほこりなどが
溜まった消火器があるので、掃除と使用可能かの確認を行います。今年は消火器の置き場所についての改善の話が持ち上がり
ました。それぞれが改善点を見つけ、共有できたので良かったと思います。

手順書変更 手順書の変更の必要性：　□有　　■無　　（該当項目を■） 
  
    
備　　考 訓練の様子 

  

・想定した緊急事態への対応策を試行・訓練を実施した場合に記録する    
・試行は手順が有効であるか、機器が適切に機能するか、手順書通りに実施できたかを確認すること    

・緊急事態に繋がるハット・ヒヤットした事項等もこの様式を用いて予防策を行う    
・重大な緊急事態が発生した場合は、問題点処置票を用いて再発防止と類似事態の発生の予防策を行う    

保管：環境事務局
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環境上の緊急事態への準備及び対応



法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

適用される法規制
騒音規制法
振動規制法

フロン排出抑制法
グリーン購入法
顧客要求事項

適用される事項 ( 施設・物質・事業活動等 )
空気圧縮機
空気圧縮機
冷蔵庫・ドライヤ
グリーン購入の実施
品質管理

環境関連規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連規制等は遵守されていました。

なお、違反、訴訟等も過去 3年間ありませんでした。

外部からの環境上の苦情・要望等

活動期間中は、発生しませんでした。

代表者による全体の評価と見直し・指示 実施日 2025 年 7月 14 日

エネルギー資源や産業廃棄物発生量を前年比－2％削減を数値目標と設定し、全社員で
取り組むことを策定した。
全社員に役割が与えられ、各自責任と使命をもって廃棄物の種分けと計量を行い、
リサイクル可能な廃物まで分別できるようになった。
節電については使い終えたら消す、気付いたら消すから始まり、エアコンは温度を
調節し必要以上に使わないなどを定めた。
昨年９月から半年近く活動して、産業廃棄物の削減や節電、節水などの意識の向上が
定着しつつある。
ここ数年で原材料は高騰し続けており、材料を有効に使用することは必須項目であり、
材料を再利用することで資源の有効利用と産業廃棄物削減する上、新たな利益をもたらすことも期待できる。
全体で情報共有を行い、無駄の削減に努めていく。

環境経営方針

環境経営目標・計画

実施体制他

変更なし 変更あり

変更なし 変更あり

変更なし 変更あり

編集後記
エコアクションを始めて担当者やメンバーが代わり、活動が安定しない時期も多かった。一人
でいくつかの部門を行うこともあったが、またメンバーが増えたので分担を行い、新たな取り
組み安定してきた。
過去 1年分のみだが、基準の数値ができたので今後継続しながらさらに基準などを明確化し、
より的確な数値をまとめていけるようにしたい。
また、部門によっては関わりが薄く共有ができていない部分もあるので、認知を深めつつエコ
活動を行う。
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